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緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
開
棟
時
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す

。
と
い
う
よ
り

も

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
然
で
あ
り

、
チ
ー
ム
医
療
の
一
員
と
し
て

、
日
常
性
と
社
会
性
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
独
自
の
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す

。
病
棟
で
の
活
動
内
容
と
し

て

、
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂
い

、
お
茶
や
お
菓
子
の
も
て
な
し
を
し
な
が
ら
安
ら
ぎ
の
場
を
提

供
し
て
く
れ
る
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

、
年
中
絶
え
る
事
が
な
い
棟
内
の
花
や
観
葉
植
物
の
手
入

れ

、
季
節
ご
と
の
行
事
の
準
備
や
移
動
時
の
補
助

（
手
品
で
参
加
し
楽
し
ま
せ
て
も
く
れ
ま

す

）
、
ゴ
ー
ジ

ョ
カ
バ
ー
な
ど
の
ソ
ー
イ
ン
グ

（
見
事
な
出
来
栄
え
な
の
で
す

）
、
そ
し
て
中

庭
の
掃
除

（
体
力
の
い
る
落
葉
拾
い

、
雪
か
き

）
な
ど

。
そ
れ
ら
は
さ
り
げ
な
く
行
な
わ
れ

、

患
者
・
家
族
が
大
切
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
日
常
生
活
に
お
い
て
有
形
無
形
の
支
援
と
な

っ
て

い
ま
す

。
本
当
に
有
難
く
頼
も
し
い
存
在
で
す

。

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
と
い
う
特
性
の
な
か
で
の
活
動
は
緊
張
と
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す

。
し
か
し
開
棟
時
か
ら
一
緒
に
緩
和
ケ
ア
の
目
的
を
共
有
し

、
少
し
ず
つ
成
長
し
な
が

ら
潤
い
を
も
た
ら
す
存
在
に
な

っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す

。
今
後
も
自
然
に
気
負
い
な

く

、
そ
し
て
さ
ら
な
る
主
体
性
を
持

っ
て
の
活
動
に
期
待
し
て
い
ま
す

。

特集  院内移動図書

本年もよろしくお願い致します

本と一緒に、笑顔と元気をお届けしたいと
思っています

活動の１つとして、移動図書があります。７階の図書室
に行き、患者さんに喜ばれそうな本、精神的に負担に
ならない様な本を選びます。

このように利用して下さる方の「ありがとう」の言葉が私達ボランティアにとって、何よりもうれしい励みです。

「こんにちは、移動図書です。本の貸出しをしていま
す。良かったらご利用下さい」と声がけをします。

昨年度のボランティア活動アンケートより・・・
「私は2～3の病院にかかりました。ここは本や雑誌が整理整頓されており、毎日利用しています。ありがとう」・・

各所に設置して
いる移動図書ワ
ゴンです。診察
の待ち時間にご
利用ください。

各階病棟への移動図書
風景です。

7階の図書コーナーです。
これは皆様からの寄付の本
です。

院内にこのような図書ワゴンを9個、図書コーナーを3箇
所設けています
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号
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で
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。
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、
院
内
移
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図
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。
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！

」
そ
ん
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を
さ
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今
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本
を
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で
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ま
す

。
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瀬
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お し ら せ
ボランティアスタッフが増えました
　秋号でご案内の通り、ボランティア募集にたくさんの応募がありました。
現在、総人数81名と多くのスタッフで、がんセンターのボランティア活動を行って
います。よろしくお願い致します。

メイドインひだまりの品物が増えました
　患者さんより要望があった、きんちゃく袋・尿パック袋をボランティアで製作・販
売することになりました。きんちゃく袋350円・尿パック袋300円です。ご希望の方
はボランティア室まで。

絵手紙講習会の回数が減りました
　18年度からは、ボランティアスタッフによる講習会を月1回開催致します。開催
日については、病院内の掲示をご覧下さい。
　

きんちゃく袋
幅20ｃｍｘ高さ30ｃｍ
使いやすいですよ

尿パックカバー
です

　　　　　　　　　ギャラリー展のご案内

平成18年1月10日～1月24日　　　亘理押花倶楽部「ベルフラワー」作品展
平成18年1月31日～２月14日　　　藤井収　書道展

　
　11月から、「ひだまり」の一員として活動をしています。
7階の図書室には、いろんなジャンルの本が揃っていて驚きました。読書ス
ペースもあり、貸出しもＯＫ。図書室内や1階ロビーの本の整理、病棟をまわる
移動図書の貸出し、回収などをします。
　「お料理の本がありますか」とか、「藤沢周平の本が入ったら教えて」などの希
望もあり、楽しみにして下さっているのだと嬉しく思います。読書週間には、借り
た方に素敵な押し花の栞を差し上げます。これは、「ひだまり」の特製手作りだ
そうで、びっくりしました。
　活動を始めたばかりですが、毎回新しい発見や感動があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　太田　佐保　）

　　　　　　問題　〔　　　〕の中に言葉を入れて下さい。

めでたさも中位なりおらが〔　　　〕　　　　　　　　小林一茶
降る雪や〔　　　〕は遠くなりにけり　　　　　　　　中村草田男

クイズ　虫くい俳句

解答はボランティア室まで。素敵なしおりをさしあげます。


